
    (単位  円）     (単位  円）

資  産  の  部 負  債  の  部
本  年  度  末 前  年  度  末 増     　減

固定資産 　 15,107,879,753 　 15,091,575,705 　 16,304,048 固定負債 　 44,090,040 　 41,646,000 2,444,040
　有形固定資産 　 12,406,828,393 　 12,733,524,345 △ 326,695,952 　退職給与引当金 　 44,090,040 　 41,646,000 2,444,040
　　土　　　地 　 6,025,622,252 　 6,025,622,252 　 0 流動負債 　 161,821,183 　 213,456,319 △ 51,635,136
　　建　　　物 　 5,944,212,621 　 6,228,268,414 △ 284,055,793 　未　 払 　金 　 42,231,985 　 48,986,360 △ 6,754,375
　　構　築　物 　 1,538,922 　 1,827,647 △ 288,725 　前 　受　 金 　 111,468,000 　 159,842,000 △ 48,374,000
　　教育研究用機器備品 　 145,684,702 　 184,448,077 △ 38,763,375 　預   り   金 　 8,121,198 　 4,627,959 3,493,239
　　その他の機器備品 　 19,621,004 　 26,997,603 △ 7,376,599 負  債  の  部  合  計 　 205,911,223 　 255,102,319 △ 49,191,096
　　図　　　書 　 269,969,617 　 265,873,818 　 4,095,799 基  本  金  の  部
　　車　　　輌 　 179,275 　 486,534 △ 307,259 本  年  度  末 前  年  度  末 増       減
　その他の固定資産 　 2,701,051,360 　 2,358,051,360 　 343,000,000 　第１号基本金 　 15,283,808,348 　 15,268,843,089 　 14,965,259
　　減価償却引当特定資産 　 2,601,021,000 　 2,258,021,000 　 343,000,000 　第４号基本金 　 112,000,000 　 112,000,000 　 0
　　施設設備維持拡充引当特定資産　 100,000,000 　 100,000,000 　 0 基 本 金 の 部  合  計 　 15,395,808,348 　 15,380,843,089 　 14,965,259
　　その他の固定資産 　 30,360 　 30,360 　 0 消 費 収 支 差 額 の 部
流動資産 　 1,649,930,210 　 1,826,060,566 △ 176,130,356 本  年  度  末 前  年  度  末 増       減
　現  金・預  金 　 1,613,637,471 　 1,794,132,574 △ 180,495,103 年度消費支出準備金 0 0 0
　未　収　入　金 　 17,032,159 　 6,211,053 10,821,106 　 1,156,090,392 　 1,281,690,863 △ 125,600,471
　前 　 払  　金 　 18,913,063 　 24,722,246 △ 5,809,183
　立    替    金 　 148,147 　 994,693 △ 846,546 消費収支差額の部 合 計 　 1,156,090,392 　 1,281,690,863 △ 125,600,471
　仮    払    金 　 199,370 　 0 199,370 本  年  度  末 前  年  度  末 増       減

資  産  の  部  合  計 　 16,757,809,963 　 16,917,636,271 △ 159,826,308 　 16,757,809,963 　 16,917,636,271 △ 159,826,308

注記）
１．重要な会計方針
　（１） 引当金の計上基準 徴収不能引当金　　未収入金の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上している。　　

退職給与引当金　　退職給与引当金の額の算定方法は、職員の期末要支給額79,500,000円の100%を基にして私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額との差額であ

　　　　　　　　 る 「引当金要繰入調整額」 を加減した金額を計上している。

　（２） その他の重要な会計方針 有価証券の評価基準及び評価方法　　移動平均法に基づく原価法である。

ファイナンス・リース取引の処理方法　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会計処

　　　　　理によっている。

預り金その他経過項目に係る収支の表示方法　　総額表示によっている。　　

２．重要な会計方針の変更等 該当なし

３．減価償却額の累計額の合計額  2,876,979,955円
４．徴収不能引当金の合計額       1,440,000円

５．担保に供されている資産の種類及び額 　　　該当なし

６．翌会計年度以後の会計年度において基本金に組入れを行うこととなる金額　　　　　　　　0円　　　　

７．その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

　（１） 所有権移転外ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ取引 　　リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高 （２） 有価証券の時価情報 　　　貸借対照表計上額 　　　　　　　時　　　価 　　　　差　　額
　　教育研究用機器備品 58,635,900 円 27,728,001 円 　　　　　合　　計　　額 1,961,085,073 円 1,904,982,090 円 　　　△56,102,983 円

（うち満期保有目的の債券） 1,660,750,563 円 1,606,317,034 円 　　　△54,433,529 円

【貸借対照表について】
○ 資産の部 ○ 負債の部

　減価償却額の計上により、有形固定資産全体では前年比326百万円減少しました。 　　長期・短期借入金は有りません。

　その他の固定資産として国債等の有価証券や定期預金で2,701百万円保有しています。 ○ 基本金の部

　手元流動資金として現金・預金1,614百万円を保有しています。 　　基本金については、消費収入の部で計上した基本金組入額分の１５百万円が増加しています。

貸  借  対  照  表
平成20年 3月31日現在

科　　       目

科           目

科　 　      目 本  年  度  末 前  年  度  末 増      減

翌年度繰越消費収入超過額

科           目

負債の部・基本金の部 及び
　消費収支差額の部 合 計

○その他
純資産（正味財産：資産合計-負債）は、開学以来１６,０００百万円台で推移しています。このうち大部分を占める有形固定資産の価額は減価償却により減少しますが、減少額と見合った金額を減価償却引当特定資産等として国
債等の有価証券や定期預金で保有しています。今後、発生が予測される施設・設備の維持・更新のための資金を内部留保することにより、将来を見据えた健全な大学の発展を目指しています。
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